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地
域
と
の
繋
が
り

校

長
　
一向
田

耕

治

今
年
は
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
た
冬
で
し
た
が
、

次
第
に

寒
さ
も
緩
み
、

木
の
芽
も
膨
ら
み
、

穏
や
か
な
春
を
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
、

ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。

こ
の
度
、

琴
高
通
信
第
十
号
を
皆
様
方
の
元
に
お
馬

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
校
は

「地
域
と
の
交
流
や
社
会
体
験
活
動
を
と
お
し

て
改
郷
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
」

こ
と
を
目
標
に
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

生
徒

た
ち
は
地
域
で
の
様
々
な
奉
仕
活
動
や
各
種
行
事
等

へ
の

参
加
を
通
じ
て
、

地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
や
、

地
域
の

良
さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
自
分
た
ち
が
行
う

活
動
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
む
中
で
自
尊
感
情
や
自
己
効

力
感
が
育
ち
、

社
会
人
と
し
て
の
資
質
が
培
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

本
校
で
は
、

こ
れ
を
機
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
諸
活

動
を
さ
ら
に
推
進
し
、

地
元
香
川
を
始
め
、

全
国
各
地
で

活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、

今
後
の
活
動
に
対
し
て
も
地
域
の
皆
様
方
か
ら

ご
指
導
、

ご
助
言
等
を
頂
く
と
共
に
、

生
徒
達
が
体
験
活

動
を
行
え
る
場
を
与
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。
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琴
平
高
校
芸
術
察

ｉｎ
Ａ
Ｃ
Ｔ
こ
と
ひ
ら

平
成

２４
年

―

月

３

日
側

～

３。

日
側

「琴
平
高
校
芸
術
祭
」
の
開
催
は
今
年
で
３

回
日
と
な
り
ま
し
た

（作
品
展
と
し
て
は
１１
回

目
）
。

今
年
も
、

「写
真
展
」

「家
庭
展
」

「華
道
展
」

「美
術
展
」

「書
道
展
」
な
ど
の

作
品
展
、

「お
茶
席
」

「吹
奏
楽

コ
ン
サ
ー

ト
」
の
開
催
、

「地
域
で
学
ぶ
琴
高
■
」
の
パ

ネ
ル
で
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
、

作
品
数
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、

大
き
な
作
品

の
展
示
も
あ
り
、

よ
り
賑
や
か
な
芸
術
祭
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
１
年
生
が
作
っ
た

「こ
ん
び
ら
カ
ル
タ
」
を
、

カ
ル
タ
づ
く
り
に
取
り
組

む
様
子
と
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。

一
日
平
均
９４
名
の
来
場
者
が
あ
り
、

「ど
の
作
品
に

も
若
さ
や
元
気
あ
ふ
れ
る
字
が
表
れ
て
、

活
き
活
き
し

て
い
ま
す
」

「素
敵
な
作
品
あ
り
が
と
う
。

頑
張
れ
末

来
の
芸
術
家
」

「少
し
だ
け
観
て
い
く
つ
も
り
で
し
た

が
、

ど
の
作
品
も
ネ
晴
ら
し
く
て
、

兄
続
け
て
し
ま
い

ま
し
た
」

「こ
の
カ
ル
タ
、

本
当
に
高
校
生
が
作
っ
た
の
で
す
か
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

「琴
高
生
の
活
躍
ぶ
り
、

誇
り
に
思

う
よ
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
」
と
の
励
ま
し
の
声
も
頂
き
ま
し
た
。

「お
茶
席
」
で
は
、

寒
さ
の
中
参
拝
さ
れ
た
方
々
に
、

心
の
和
む

一
時

を
過
ご
し
て
頂
こ
う
と
、

清
物
姿
で
お
客
様
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

男
小

い
お
茶
で
心
も
体
も
温
ま
り
ま
し
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
く
だ
さ

っ
た
方
、

「寒
い
中
、

高
校

生
が
頑
張

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
入
る
よ
」
と
ご

家
族
の
手
を
引
い
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い

ら
し
て
、

嬉
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

「吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、

美
術
や
書

道
の
作
品
に
囲
ま
れ
て
、

「上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

等
の
合
唱
で
演
奏
者
と
観
客
が

一
つ
に
な

っ
て
楽
し

い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
か
ら
元
気
を
い
た
だ
く
と
共
に
、

地
域

と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あいさつ運動(サッカー部)

先輩講演会
1 2月 13日 (火)

CMソ ングや代表曲の
「忘れな草をあなたに」、

国中さんが作詞された「天
使の子守歌」などの歌を交
えながら、高校 大学時代
のことや芸能界 実業界の
様子などを、心を込めて
話してくださいました。

書道部と郷土芸能
同好会のコラボ
1 2月 16日 (金)

書道部が、郷土芸能同好
会の 「こんぴら船々」の演
奏に合わせて 「書道パフォ
ーマンスJを 行しヽ、見事な
「こんぴら船々」の歌詞が

出来上がりました。

「琴
高
ウ
ィ
ー
ク
」
（公
開
授
業
週
間
）

平
成
２３
年
姥
月
帽
日
例
～
的
日
側

普
段
の
学
校
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

　

室
ロ

道

・
美
術

・
写
真

・
家
庭
生
徒
作
品
展
」

「郷
土
芸
能
公

演
会

・
吹
奏
楽
部
演
奏
会
」

「書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

「異
種
武
道
大
会
」
等
の
琴
高
の
特
色
あ
る
活
動
を
見
て
頂

き
ま
し
た
。

ま
た
、

卒
業
生
で
歌
手
の
回
中
郁
子
さ
ん
を

お
招
き
し
て

「先
輩
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
」

平
成
２３
年
‐２
月
巧
日
的

１
年
生
を
対
象
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

放
課
後
に
は
、

地

域
の
方
々
に
も
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、

体

験
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

巽額重違主盆:義4類1
1 2月 1 9日 (月)

食」道部が、 3対 1で悲願
の初優勝を果たしました。
ジャンプしながらの面や二

刀流など作戦のユニークさ
も会場を沸かせました。当
国は、四条小学校の児童、

南幼稚園児も観戦しました
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チャリティバザーでボランティア
12月 3日 (土)・4日 (日)

野球部員が、琴平町役場前のパザー会場

で、 「餅つき」や 「かき揚げづくりJ、

「呼び込み」を行いました。地域の方々と
一緒に活動して、会場に活気と賑わいをも

たらすことができました。

商店街の提灯清掃
10月 6日 (木)

野球部員が、金列比羅宮例大祭に向けて

新町商店街の提灯を清掃しました。提灯を
一つひとつきれしヽにしていくことで、達成

感と地元に貢献できた喜びを味わうことが

できました。

校 外 実 習

3年生 「健康福祉コース」の生徒が、特

別養護老人ホーム 「仲南荘J「 満濃荘Jを

訪間し、皆で考えたレクリエーシ∃ン (手

遊び、折り紙等)で 高齢者の方と楽しく交

流しました。

フ月27日 (水)・29日 (金)

ぴら温泉まつリスタッフ
]月 フ日(土),8日 (日)

生徒会、とらすとK、 家庭クラブが、メ

イン会場で、パンフレットを配布したり、

町マスコットキャラクターの着ぐるみ姿で

交流したりしました。町をアピールするこ

との難しさと喜びを実感しました。

踊 りの 披 露
]0月 10日 (月)

郷土芸能同好会が、金刀比羅富例大祭奉

賛行事で、 「こんぴら船々J等 の踊りを披

露しました。地域の方々や県外からの観光

客の方々に、郷上の伝統芸能を楽しんでい

ただきました。

会でのボランティア
9月 10日(土)

希望者が、琴平町立南幼稚園の運動会

で、ボランティアを務めました。また、競

技への参加や国児とのふれあいを通して、

楽しい一時を過こしました。自分の進路に

ついて考える良し職 会となりました。

野球部員が、こんぴら温泉まつりで、温

泉水奉納神輿を担ぐボランティアを務めま

した。参道での 「がんばつてJ「 頼むよ」

としヽう温かいエールに力づ|ナられ、地域の
一員として大役を果たすことができました。

温泉水奉納
]月 7日 (土)

町民体育祭でのボランティア
]]月 6日 (国)

生徒会役員が、琴平町 町 民体育祭で、

競技運営の補助員を務めました。また、ア

トラクションも行い、地域の方々と一緒に

楽ししヽ時間を過こしました。

氏子祭りへの参加
]0月 ]日(土)

父J道部男子が、金刀比羅目氏子祭りで、

奉納する 「幣吊Jの 運搬係を務めました。

肩に掛かる重さに歴史と伝続を感じると共

に、地域の一員としての自覚を強めました。
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]年生が、総合的な学習の時間に 「こ

びらカルタJづ くりに取り組みました。

夏休み中の登校国にも、町内に出かけて

取材しました。琴平田]の歴史の深さや町の

人のやさしさを実感し、 「琴平町のよさを

地域の方々に伝えたいJと いう思いを強く

しました。

地域の方々 (旅館の女将さんら)か ら琴

平について教わりました。また、カルタの

仕上げでは、一人ひとりが、 「絵J「 読み

句」 「説明文Jな どの自分の役=Jに取り組

みました.

琴平町公会堂で、町内の幼稚園児や小

中学生、一般の方々をお招きして、カルタ

大会を開催しました。歴史と伝術に溢れた

「琴平町のよさJを 共有でき、和やかな大

会となりました。

書

~Fr

」 L・

希望者が、学菫保育 「rDぅゅうクラブJ
で、子ども達と一倍に遊んだり、宿題の手

伝いをしたりしました。今年は、一緒に

「モザイクアー トJを 作り上げ、物作りの

楽しさやコミュニケーションの取り方など

多くのことを学びました.

とらすとKが 、 「いきがいデイJで 、地

域の高怖者の方々に、災言に備えることの

大切さを呼びかけました.ま た、 「携帯用

取急医療情報セットJを 一緒に作り、 「人

と人とのつながりJわミ広がつていくことを

実感しました。

12月 23日 (金)

吹奏楽部が、新町商店街の 「ちょっとこ

場Jで の 「クリスマス会」で、ミニコンサ
ー トを開催しました。ミュージックベルの

浸奏や曲名当てゲームを通 して、地域の子

どもや高齢者の方々と青楽を楽しみました。

8月 フ日(土)

なEEなた部が、 「第34回 まんのうフェ

スティllルJで 、リズムなざなたの浸舞

を披露しましたc心 を一つにして演舞す

ることで、力強さの中にも女性らしさを

もつたなざなたの購力を、地域の方々に

伝えらllたと思います。

郷土芸能同好会が、琴平小学校の運動会

に参カロして、 「こんびら胎々Jの 踊りを披

露しました.ま た、総踊りで よ、小学生や

保護者の方々と一体感を持つて踊りを楽し

むことができました,

1 0月 2 9日 (土)

書道部が、満濃中学校の 「奏風祭 |で 、

書道八フォーマンスを披露 しました。曲に

合わせて、皆で心を一つにして 「書Jを 言

き上げる楽しさを伝えることができました。

ぜ
鞠

（
貫

一
ぢと警 揮

)   卜
,1,,P‐

！一一々
孝

フ月2]日 (木)～8月 3]日 (水)

8月 ]2日 (金)

9月 ]フ日(土) 9月 18日 (日)

9月 30日 (金)～]]月 ]8日 (金)

1月2フ日(金)
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ン
弓
道
部

県
選
抜
大
会

・
女
子
団
体
３
位

ン
剣
道
部

県
選
抜
大
会

・
男
子
団
体
２
位

（菅
、

石
村
、

高
橋
、

大
西
）

（四
国
大
会

へ
出
場
）

（三
宅
、

森
末
、

須
田
、

安
西
た
、

乙
部
竜
、

三
好
、

笠
井
）

（四
国
大
会

へ
出
場
）

ン
な
ぎ
な
た
部

イ
ン
タ
ー

ハ
イ

・
団
体
ベ
ス
ト
ー６

（白
川
奈
、

森
本
、

秋
山
、

大
岡
、

岡
坂
、

氏
家
、

大
山
）

・
演
技
２
位

（森
本

・
白
川
む

５
位

（大
岡

・
秋
山
）

国
民
体
育
大
会

（山

口
国
体
）

・
演
技
２
位

（大
岡

・
秋
山
）

・
総
合
６
位

（白
川
奈
、

秋
山
、

大
岡
）

県
新
入
大
会

・
同
体
優
勝

（３０
年
連
続
３９
回
目
）

（秋
山
、

大
岡
、

岡
坂
、

氏
家
、

大
山
）

（全
国
大
会

へ
出
場
）

個
人
優
勝

（大
岡
）

氏
家
）

２
位

（秋
山
）
３
位

（大
山
、

秋
山
、

大
山
が
全
国
大
会

へ
出
場
）

（大
岡
、

演
技
優
勝

（大
岡

・
秋
山
）

２
位

（氏
家

・
大
山
）

・
白
川
迎

３
位

（岡
坂

・
鈴
木
、

今
井

第
３０
回
道
風
の
書
臨
書
作
品
展
　
秀
作

（田
鍋
）

０
家
庭
ク
ラ
ブ

香
川
県
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会

・
中
国

・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
に
選
出

（宮
脇
）

（全
国
大
会

へ
出
場
）

進
路
の
実
現
に
向
け
て

コ
ー
ス
制
の
特
色
を
活
か
し
て
早
い
時
期
か
ら
進
路
目

標
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

生
徒
の
目
標
に
応
じ
た

進
路
指
導
が
で
き
ま
し
た
。

進
路
指
導
部
で
は
、

生
徒
指
導
部
と
連
携
し
、

服
装
や

頭
髪
等
の
生
活
面
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
、

精
神
的
に
落

ち
着
い
た
学
校
の
雰
囲
気
を
作
り
出
し
、

こ
れ
を
基
に
生

徒
た
ち
が
主
体
的
に
進
路
を
開
拓
し
て
い
く
と
い
う
基
本

方
針
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

進
学
に
つ
い
て
は
、

多
数
の
生
徒
が
推
薦
を
活
か
し
て

進
路
を
決
め
て
い
ま
す
が
、

セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
し
た

一
般
試
験
に
向
け
て
頑
張

っ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。

結
果

と
し
て
関
西
や
中

・
四
国
の
私
立
大
学

へ
の
進
学
が
多
数

を
占
め
ま
し
た
。

ま
た
、

短
大
や
専
門
学
校
で
は
自
宅
か

ら
通
え
る
地
元
志
向
が
強
く
現
れ
ま
し
た
。

就
職
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
お
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

就
職
希
望
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
内
定
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

し
か
し
、

就
職
準
備
の
ス
タ
ー
ト
に
出
遅
れ
た
生
徒
は
内

定
を
い
た
だ
く
ま
で
の
道
程
が
険
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

轟垂襲 駒澤大、桜美林大、東海大、京都産業大、龍谷大、

大阪学院大、大阪経済大、大阪産業大、近畿大、近畿医療

福祉大、桃山学院大、関西福祉大、神戸学院大、神戸松蔭
女子学院大、園田学園女子大、奈良大、岡山理科大、くら

しき作陽大、川崎医療福祉大、美作大、岡山商科大、広島
工業大、広島文教女子大、徳島文理大、四国学院大、松山

大、松山東雲大、聖カタリナ大、香川短大、神戸山手短大、

川崎医療短大、四国職業能力開発大学校、香川県歯科医

療専門学校、岡山看護助産学校

獅社ヽ壌ァォィ電子、大倉工業、花壇、川崎重工業、川西水道

機器、倉敷紡績、セント・カテリーナ、高瀬ユニード、東洋炭
素、日本紙管工業、富士カガク、マルナカ、宮脇書店、ユニオ
ン・グラビア、ワイェスヶミテック、香川県警、自衛隊

本年度の主な進隠先(2月 10日 現在)

共
に
生
き
る
！

と
ら
す
と
Ｋ

「ぼ
く
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
！
」

２
月
１１
日
、

神
戸
市
中
央
区
の
災
害
復
興
住
宅

の
立
ち
並

ぶ

一
角
、

脇
浜
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
‐００
名
を
超
え
る
人
々

の
歌
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

「春
よ
こ
い
１

こ
ん
ぴ
ら

船

々
　

ｍ
　
神
戸
」
は
、

集
ま

っ
て
く
だ
さ

っ
た
神
戸
の
皆

さ
ん
と
、

本
校

の
郷
土
芸
能
同
好
会
、

吹
奏
楽
部
、

写
真

部
、

と
ら
す
と
Ｋ
に
９
名
の
卒
業
生
も
加
わ
り
、

「手
の
ひ

ら
を
太
陽
に
」
を
大
合
唱
し
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

楽
し
み
に
待

っ

て
い
て
く
れ
た
顔

見
知
り
の
方
が
何

人
も
来
て
く
だ
さ

り
、

孫

の
発
表
会
を
見
に
来
た
祖
父
母

の
よ
う
な
温
か
い
眼
差
し
を
客
席
か
ら

注

い
で
く
れ
ま
し
た
。

　

デ
」
ん
び

ら

船

々
」
は
、

神
戸
と
琴
平
の
距
離
を
あ

っ
と
い
う
間
に
縮
め
て
く
れ
る
魔
法
の

歌
。

会
場

は
す
ぐ

に

一
体
感

に
包
ま

れ
、

演
技
中
に
目
が
合
う
と
お
互
い
が

ほ
ほ
笑
み
あ
う
、

合
い
の
手
が
ど
ん
ど

ん
飛
ん
で
く
る
、

司
会

の
緊
張
も
吹
き

飛
ぶ
和
や
か
さ
。

『ま
た
、

お
会
い
し
ま
し
よ
う
』

こ
の
約
束
は
、

お
互
い
の
明
日
か
ら

の
生
き
る
力
に
な
り
ま
す
。

歳
は
違
う

け
ど
、

住

ん

で
い
る
場
所
も
違

う
け

ど
、

会
え
ば
元
気
を
交
換
で
き
て
、

い

つ
も
私
達
は
頑
張
る
気
持
ち

・
生
き
る

力
を
た

っ
ぷ
り
受
け
取

っ
て
帰

っ
て
き

ま
す
。

昨
年
に
続
き
今
年
も

「
こ
ん
ぴ

ら

船
々
　

ｍ
　
神
戸
」
を
開
催
で
き
た
の

は
、

私
達
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
多
く
の
地
元
琴
平
の
皆
さ
ん

の
お
蔭
で
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


